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北
盛
地
区
農
家
組
合
（
太
田
政
幸
代
表
）

は
令
和
6
年
11
月
6
日
（
水
）、
高
松
公
園

駐
車
場
で
「
北
盛
地
区
農
家
組
合
令
和
6
年

度
収
穫
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
元
年

以
来
、
5
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
今
回
の
収
穫

祭
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
早
く
か
ら

多
く
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。
午
前
10
時
の
開
始
時
刻
前
か

ら
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
求
め
て
並
ぶ

人
々
の
姿
が
あ
り
、
開
始
と
同
時
に
販
売
ス

ペ
ー
ス
で
は
野
菜
や
果
物
が
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
に
よ
る
中
止
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、収
穫
祭
は
、生
産
者
に
と
っ

て
は
丹
精
込
め
て
育
て
た
農
産
物
の
お
披
露

目
の
場
で
あ
り
、
農
家
の
頑
張
り
と
農
業
の

魅
力
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
、
秋

の
味
覚
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
収
穫
祭
が
大
盛
況
で
終
わ
っ
た
こ

と
か
ら
、
農
家
組
合
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
収
穫
祭
が
続
い

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
旧
盛
岡
地
区
調
査
会
）

秋
の
恵
み
を
お
裾
分
け

秋
の
恵
み
を
お
裾
分
け
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収
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収
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平
素
よ
り
当
農
業
委
員
会
の
活
動
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
農
業
委
員

会
を
代
表
し
て一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
27
日
に
発
生
し
た
記
録
的
な

豪
雨
で
は
、
市
内
各
地
で
農
地
や
農
作
物

が
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
多
く
の
影
響
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
、
災
害
に
強
い
農
業

生
産
基
盤
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
次
第
で
す
。

　
一方
で
、
地
域
農
業
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
動
き
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
盛

岡
市
産
の
農
産
物
が
直
売
所
で
好
評
を
博

し
、
消
費
者
と
生
産
者
の
つ
な
が
り
が
強

ま
る
場
面
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
よ
り
進
め
て
い
る

「
地
域
計
画
」
の
策
定
で
は
、
農
地
の
集

積・集
約
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止・解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農
地
の
効
率
的

な
利
用
に
向
け
て
地
域
の
皆
様
と
話
し
合

い
を
行
い
な
が
ら
、
農
地
一
筆
ご
と
に
将
来

の
耕
作
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
目
標
地
図
」

を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
者
の
代
表
と
し
て
地
域
や

農
業
者
の
声
を
大
事
に
し
な
が
ら
農
地
の

持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
活
動
を
さ

ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
度
に
向

け
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
会
長　

北
田　

晴
男

　

令
和
6
年
11
月
８
日
、
盛
岡
市
都
南
文

化
会
館
に
て
「
令
和
6
年
度 

岩
手
県
農

業
委
員
会
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
農
政
功
労
者
等
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
当
委
員
会
か
ら
は
永
年
勤
続

農
業
委
員
と
し
て
岩
崎
隆
委
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
研
修
と
し
て
、
三
菱
総
合

研
究
所
の
研
究
理
事
で
あ
る
稲
垣
公
雄
氏

に
よ
る
「
日
本
農
業
の
基
本
構
造　

地
域

計
画
へ
の
期
待
と
課
題
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
を
通
じ
て
、
地
域
農
業
の
未
来

像
と
そ
の
課
題
への
理
解
が
深
ま
り
、
今
後

の
農
業
委
員
会
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
振
興
の
た
め
、
市
農
業
施

策
に
つ
い
て
、
農
業
者
か
ら
の
意
見
・
要
望

を
集
約
し
、
令
和
6
年
10
月
16
日
に
市
長

へ
農
業
施
策
に
関
す
る
「
意
見
・
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
11
月
26
日
に
は
、「
令

和
6
年
度 

盛
岡
市
農
業
委
員
会
農
政
懇

談
会
」
を
開
催
し
、
北
田
会
長
ほ
か
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
、

内
舘
市
長
や
関
係
部
課
長
ら
の
出
席
の
も

と
、
農
業
者
の
声
を
市
の
農
業
施
策
へ
届
け

る
た
め
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

農
業
施
策
に
関
す
る「
意
見
・
要
望
書
」の
提
出

農
業
施
策
に
関
す
る「
意
見
・
要
望
書
」の
提
出

【提出した意見・要望概要】
１　全市的要望
(1) 農地の集積・集約化対策について

・農業環境整備に対する支援について
・�ＲＴＫ基地局（スマート農業）の設

置について
(2) 遊休農地対策の充実強化について

・基盤整備に対する支援について
(3) 担い手・経営対策について

・�農産物価格の値上げに対する消費者
理解促進について

・新規就農者育成事業の展開について

(4) 鳥獣被害対策について
・電気柵設置の指導、導入について
・狩猟免許取得費用の補助について

(5) その他農業振興対策について
・�農業用用水路の整備に対する支援に

ついて
・�地域運営組織（ＲＭＯ）の設立、運

営の支援について
２　地区要望

・�令和6年8月 27 日の大雨災害の補
償、復旧について

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

岩
手
の
農
業
を
未
来
に
つ
な
ご
う
！

岩
手
の
農
業
を
未
来
に
つ
な
ご
う
！
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岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会

岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会
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　令和5年 12 月から令和6年 11 月までに締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準は、次のとおりです。
なお、賃借の際には、当事者間で十分な協議をしてください。

　

令
和
6
年
10
月
10
日
、
市
長

の
新
規
就
農
者
激
励
訪
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
激
励
の
対

象
と
な
っ
た
の
は
2
名
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ほ
場
に
訪
問
し
、
市
長

か
ら
激
励
状
授
与
の
後
、
ほ
場

の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
対
象
者
で
あ
る
畠
山　

敦
さ
ん（
46
歳
）は
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
主
要
作
目
と
し
て
5
棟
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
整
備
。
隔
離

土
耕
栽
培
に
よ
る
安
定
的
な
生

産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
畠
山
さ
ん
の
取
組
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

●地域計画とは・・・
　「人・農地プラン」を土台に、農業者や地域の関係者
との話し合いのもと、地域の田や畑など、農地利用の将
来の姿を明らかにする設計図です。

●盛岡市全域で「地域計画」が策定されました！
　令和５年度に策定された都南・太田地区に続き、その
他地区においても令和７年2月 10 日までに「地域計画」
が策定されました。
　座談会では、農地一筆ごとの概ね 10 年後の担い手の
検討や、現在地域で抱えている問題、地区の方針につい
て議論を重ねました。

地域計画策定への取組地域計画策定への取組

～
新
た
な
農
業
挑
戦
を
応
援
～

～
新
た
な
農
業
挑
戦
を
応
援
～

地域計画の詳細は
こちらから

田の部（円／ 10 ａ）
締結（公告）

された地域名 平均額 最高額 最低額 処理件数
（件）

平 坦 地

A 7,200 12,000 5,000 151

B 7,100 12,000 4,400 257

C 6,600 11,000 4,800 54

準山間地
山間地※

D
6,400 8,500 4,600

E

市平均 7,100 合計件数 462

※�準山間地と山間地については、データがないため
令和5年度と同じ金額としております。

（市平均・合計件数には、カウントしておりません。）

畑の部（円／ 10 ａ）
締結（公告）

された地域名 平均額 最高額 最低額 処理件数
（件）

普通畑
市内全域

5,700 10,000 2,000 45

果樹畑 6,400 10,000 3,000 （参考）

飼料畑
牧草畑

（平坦地）

玉山地域
平坦地 A、B

準山間地
4,000 8,000 3,000 37

飼料畑
牧草畑

（山間地）

玉山地域
山間地※ 2,100 2,100 2,100 11

市平均 4,700 合計件数 93

※�果樹畑については、データが少ないため令和5年度と同
じ金額としております。

盛岡市農地賃借料情報盛岡市農地賃借料情報

地域の区分

平 坦 地

A 太田、本宮、飯岡

B
繋、厨川、旧盛岡、中野、見前、乙部【玉山地域平坦地Ａ】寺林、玉山永井、巻堀、元好摩、中塚上山、
野中、馬場状小屋、芋田向、小袋、松内、大台、芋田、武道、渋民、山田、川崎、下田、舟田、柴沢、門
前寺、白沢

C 上米内【玉山地域平坦地Ｂ】生出、生出野、生出谷地、川又

準山間地 D 簗川、川目、大ヶ生、根田茂、砂子沢【玉山地域準山間地】桑畑、永井沢、好摩沢、沢目、尻志田、刈屋、
日戸

山間地 E【玉山地域山間地】姫神、前田、城内、山谷川目、釘の平、西郡、砂子沢、薮川
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① 農業者の方なら広く加入できます。
② 一定の要件を満たせば国庫補助があります。
③ 税制面での優遇措置を受けられます。
④ 終身年金で安心です。

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？
～将来の安心のために～～将来の安心のために～

　詳しくは農業委員会事務局、
ＪＡの窓口、あるいは農業者年
金基金ＨＰ（右記二次元コード）
からご確認ください。

農業者年金の特徴・メリット

確定申告は電子申告または確定申告は電子申告または
アイーナでアイーナで
　所得税の申告（確定申告）が必要な場合は、パソコン・
スマホによる電子申告またはアイーナ（盛岡駅西口）で申
告できます。
　※アイーナで申告する場合は、入場整理券が必要です。
　確定申告についてのお問い合わせは、盛岡税務署 

（☎ 019-622-6141）まで。

農地の売買を希望される方は、
お気軽にお問い合わせください。
�農業委員会事務局　農地係　☎019-601-5072

農地の売買情報農地の売買情報

No 農地の所在 地目 面積 申出価格

売
渡

1 猪去地内 田 155a 応談
2 上太田三枚橋 田 22a 応談
3 川目第 15 地割 畑 19a 応談
4 箱清水一丁目 畑 11a 応談
5 西見前２地割 田 20a 応談

買
受 1 三本柳地内 畑 10a 以上 応談

全国農業新聞を購読しませんか？全国農業新聞を購読しませんか？

　１週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・流通
の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅広く伝え、
経営発展に役立つ新聞です。

詳しくはホームページからご確認ください。

○発行日　毎週金曜日
○購読料　１ヶ月700円(送料・税込)
○申込み　農業委員会事務局

　

令
和
6
年
10
月
19
日（
土
）か
ら
10
月
20
日

（
日
）の
両
日
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
前
広

場
な
ど
で
「
第
38
回
盛
岡
市
農
業
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
午
前
中

に
予
定
さ
れ
て
い
た
餅
ま
き
は
餅
配
り
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
が
新
鮮

な
盛
岡
産
の
農
畜
産
物
や
「
盛
岡
の
美
味
い

も
ん
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
認
定
メ
ニ
ュ
ー
の
買

い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旬
を
迎
え
た
「
盛
岡
り
ん
ご
」
の

詰
め
放
題
や
盛
岡
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
演

奏
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
２
日
間
を

通
じ
て
、
盛
岡
の
農
業
と
食
文
化
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
11
月
23
日
、「
第
57
回
中
野
果

樹
振
興
会
り
ん
ご
品
評
会
」
が
盛
岡
市
中
央

卸
売
市
場
で
開
催
さ
れ
、
地
元
生
産
者
が
手

塩
に
か
け
て
育
て
た
り
ん
ご
の
品
質
や
美
し

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
は
東
安
庭
公
民
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
賞
状
や
景
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
外
観
や
品
質
が
優

れ
た
多
数
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
出
席
者
同

士
の
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
地
域
の
果
樹
栽
培
技
術

の
向
上
と
生
産
者
間
の
交
流
を
深
め
る
重
要

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
の
魅
力
、
盛
岡
で
体
感

農
の
魅
力
、
盛
岡
で
体
感

色
と
り
ど
り
の
り
ん
ご
、
集
結

色
と
り
ど
り
の
り
ん
ご
、
集
結

表彰式会場での情報交換の様子


